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Kontinuität? – Geschichtlichkeit und Dauer als volkskundliches Problem, hrsg. von Hermann 

















































































































1 Der Blaue Reiter, hg. v. Wassily KANDINSKY und Franz MARC. Dokumentarische Neuausgage von 





































































































2 Max PICARD, Expressionistische Bauernmalerei. München 1917, 2.Aufl. 1918, 3.Aufl. 1922. Wolfgang 
















































3 Rosel GOLLEK, Der Blaue Reiter im Lenbachhaus München. Katalog der Sammlung der Städtischen 
Galerie. 4. Ergänzte Auflage München 1988. ‒ DIES., Das Münter-Haus in Murnau. 3.Aufl. Murnau 
1988.また近年ミュンヒェンとフランクフルトとストックホルムで開催された大規模の企画展













bei Kochel）において，マルクと *フランク（MARC / FRANK），*カムペンドンクと *ダイヒ



































4 参照，Stationen. Piper-Almanach 1904–1964. München 1964. Bibliographie, S.683f. ‒ Reinhard 
PIPER, Mein Leben als Verleger – Vormittag. Nachmittag. München 1964. (1.Aulf. 1947/50), S.294‒304.
5 注１に同じ。600部が印刷された写真復刻版としてピーパー社の次を参照，Der Blaue Reiter. 
Dokumente einer geistigen Bewegung. Hg.v.Andreas HÜNEKE (Reclam Bibl.1123). 3.Aufl. Leipzig 
1989 (Nachdruck 1991), S.100‒149, Textedition mit Kürzungen. Die Vorworte zur 2.Aufl. von 1914 bei 
LANKHEIT （前掲 注１） und in: Station （前掲 注４）, S.341‒344.













































7 Rosel GOLLEK, Brennpunkt der Moderne. Der Blaue Reiter in München (Sammlung Piper 1000). 
München 1989, S.39.
8 Eberhard ROTERS, Wassily Kandinsky und die Gestalt des Blauen Reiters. In: Jahrbuch der Berliner 
Museen 5 (1963), S.201‒226.




























10 GOLLEK （前掲 注６）, S.36.
11 Wilhelm WORRINGER, Abstraktion und Einfühlung. Ein Beitrag zur Stilpsychologie. München 1908, 3. 

























12 LANKHEIT （前掲 注１）, S.147f.
13 同上，S.289.
14 Der unbekannte Macke. Katalog der Städtischen Kunstsammlungen. Bonn 1962, S.188.
15 Ursula GLATZEL, Zur Bedeutung der Volkskunst im Blauen Reiter. Phil.Diss. München 1975, S.162f. 




























16 Rosel GOLLEK, Gabriele Münter. Hinterglasbilder. München 1981, S.7. - 参照，Sabine 
WINDECKER, Gabriele Münter. Eine Künstlerin aus dem Kreis des „Blauen Reiters“. Berlin 1991. ‒ 
Gisela KLEINE, Gabriele Münter und Wassily Kandinsky. Biographie eines Paares. Frankfurt am Main 
1990.
17 GOLLEK （前掲 注15）, 図版 S.5.

































































































































































































26 Wolfgang BRÜCKNER, „Volkskunde“ kontra „Folklore“ im Konversationslexikon seit 1887. In: 
Festschrift der wissenschaftlichen Gesellschaft an der Johann Wolfgang Goethe-Universität Frankfurt 
am Main. Wiesbaden 1981, S.73‒84, hier S.83.






























28 KANDINSKY, Uber das Geistige in der Kunst. （前掲 注23）, S.60ff, 71‒76, 82, 85, 89.その他でも
〈内的共鳴〉（innerer Klang）に言及される。



























30 PIPER （前掲 注４）, S.304f.
31 同上，S.137.
32 KLEINE （前掲 注15） S.420f.
愛知大学　言語と文化　No. 34
202


























34 Franz MARC / Else LASKER-SCHÜLER, „Der Blaue Reiter präsentiert Eurer Hoheit sein Blaues 
Pferd“. Karten und Briefe, herausgegeben und kommentiert von Peter-Klaus SCHUSTAER. München 
1987 (3.Aufl. 1988).



























36 Wolfgang BRÜCKNER u.a., Hinterglasbilder aus unterfränkischern Sammlungen. (Mainfränkische 
Hefte 79) Würzburg 1983, S.11.
37 Hans SEDLMAYR, Verlust der Mitte. Die bildende Kunst des 19. Und 20. Jahrhunderts als Symptom 
und Symbol der Zeit. (Ullstein Buch 39) Frankfurt 1955 (1.Aufl. Salzburg 1948), S.105.［邦訳］ハン
ス・ゼードルマイヤー（著）石川公一・阿部公正（訳）『中心の喪失 ─ 危機に立つ近代芸術』
美術出版社 1965.






























39 Oswald S. ERICH, Ein Gestaltungsprinzip der Volkskunst. In: Volkswerk. Jahrbuch der Staatlichen 
Museen für deutsche Volkskunde 2 (1942), S.104‒113.
40 Konrad LORENZ, Die ageborenen Formen möglicher Erfahrung. In: Zs.f.Tierpsychologie 5, 2 (1943), 
S.233‒409.
41 ヘルムート・シュヴァイツァー（Helmut SCHWEIZER）は，誰もが知っている繪畫や人の顔や
お札を歪んだ写真によってまるで違ったものにしている。次を参照，Documenta IX, 3 Bde. 
Kassel, I, S.221; II, S.506（図版）.































43 Wilhelm FRAENGER, Deutsche Vorlagen zu russischen Volksbilderbogen des 18. Jahrhunderts. In: 
Jb.f.historische Volkskunde 2 (1926), S.126‒173.
44 Wolfgang BRÜCKNER, Expression und Formel in Massenkunst. Zum Problem des Umformens in der 











































































Reinald in „Die drei Schwestern“ KHM82a）の場面にあたる。これについては原注 (1) への訳者
補記に挙げた『青騎士』の邦訳（白水社 2007）27頁の脚注４を参照
（182）　ビーダーマイヤー時代（Biedermeierzeit）：ドイツの1830，40年代を指す。
（183） 　ベッティーナ夫人（Bettina von Arnim, geb. Brentano 1785‒1859）：フランクフルト・アム・
マインに生まれ，ベルリンに没したドイツ・ロマン派の女流文筆家。クレーメンス・ブレン




（183） 　ワシリー・カンディンスキー（Василий Васильевич Кандинский /Wassily Kandinsky 1866‒
1944）：モスクワに生まれ，ヌイイ＝シュル＝セーヌ（パリ西郊）に没した表現主義を代表する
畫家。









（Expressionistische Bauernmalerei. München 1917）も，学識者による民藝への着目ではあったが，
農民に保守的な敬神を求めた面がある。







（185）　アレクセイ・フォン・ヤウレンスキ （ーAlexej von Jawlensky / Алексей Георгиевич 
Явленский 1864 or 65‒1941）：ロシアのトヴェリ州トルジョーク（Торжок / Torzho）に生まれ，
ドイツのヘッセン州ヴィースバーデンに没したロシアの畫家。 
（185） 　マリアンネ・ヴェレフキン（Марианна Владимировна Верёвкина / Marianna Wladimirowna 
Werjowkina 1860‒1938）：ロシアのトゥーラに生まれ，スイスのアスコナに没した女流畫家。
（185） 　パウル・クレー（Paul Klee 1879‒1940）：スイスのベルン州ミュンヒブフシ（Münchebuchsi）
に生まれ，同国ティチーノ州ムラルトに没した畫家。現代美術の祖の一人にあたる。














（186） 　ベルンハルト・ケーラー（Bernhard Koehler 1849‒1927）：ベルリンに生まれ没した実業家，
藝術家のパトロン。アウグスト・マッケと結婚した姪と，ケーラー本人と同名の息子を介して
フランツ・マルクを知って支援した。























（186） 　ヴィルヘルム・ヴォリンガ （ーWilhelm Worringer 1881‒1965）：ドイツのノルトライン＝ヴェ
ストファーレン州アーヘンに生まれ，ミュンヒェンに没した美術史家。ベルリン大学などで学
び，ケーニヒスベルク大学教授となり，戦後，東ドイツのハレ大学教授を経て，1950年に政
治的理由から西ドイツへ移住した。学位論文『抽象と感情移入』（Abstraktion und Einführung. 
1907）は美術的営為の根幹を問うた基礎理論として知られ，また教授資格申請論文として執筆




（193） 　アルノルト・シェーンベルク（Arnold Schönberg 1875‒1951）：ウィーンに生まれ，米国ロ
サンゼルスに没した作曲家・指揮者。音楽における調声を脱し無調音楽を経て十二音技法を創
始した。
（193） 　アルバン・ベルク（Alban Berg 1885‒1935）：ウィーンに生まれ没したオーストリアの音楽
家。シェーンベルクに師事し，無調音階から十二音技法へ進んだ。オペラ『ヴォツェック』
（Wozzeck. 1925年初演）の作曲で知られる。
（193） 　アントーン・フォン・ヴェーベルン（Anton von Webern 1883‒1945）：ウィーンに生まれ，
オーストリアのザルツブルク州ミッタージルに没したオーストリアの作曲家・指揮者。シェー
ンベルクに師事した。貴族の家系を誇示せず，〈フォン〉を省くことが多かった。
（193） 　メーテルリンク（Maurice Maeterlinck 1862‒1949）：ベルギーのヘントに生まれ，南仏ニー
スに没したベルギーの詩人・劇作家。
（193） 　カール・クラウス（Karl Kraus 1874‒1936）：ボヘミアのイーチン（Jičín独 Gitschin）に生ま
れ，ウィーンに没したオーストリアの作家。




（194） 　「先ずは音楽，それから言葉」（Prima la musica, doppo le parole）：ジャムバッティスタ・カ
スティの台本，アントニオ・サリエリ（Antonio Salieri 1750‒1825）の作曲によるオペラ・ブッ
ファで，1786年に初演された。






（194） 　クレーメンス・クラウス（Clemens Krauss 1893‒1954）：ウィーンに生まれ，演奏旅行先の
メキシコシティで没した楽団指揮者・オペラ台本作家。
（194） 　ジャムバッティスタ・カスティ（Giambattista Casti 1724‒1803）：イタリアのオペラ台本作
家。





コメディーの小庭」（Das erotische Komödiengärtlein. Berlin 1920）が法的にとがめられて以来，
忘れ去られ，繪を描いて生きる場所をもとめてブラジルに移住した。






（196） 　ヤン・フート（Jan Hoet 1936‒2014）：ベルギーのルーヴェンに生まれ，ヘントに没した美
術史家・展示キュレーター。1992年のドイツのカッセルにおける「DOCUMENTA IX」をキュ
レートして世界的に知られるようになった。
（199） 　『我が家の庭』（Die Gartenlaube – Illustrirtes Familienblatt）：前身誌時代10年を引き継いで，
1862年に創刊され，数次の編集変えを経て，1984年まで継続した。



















便り』（Botschaften an den Prinzen Jussuf）はフランツ・マルクがエルゼに送った繪手紙の水彩
畫などを集めている。





主著『中心の喪失』（Verlust der Mitte. 1948）は執筆されたナチス期の時代思潮との関係で毀誉
褒貶の対象となってきた。同じく主著の『大聖堂の成立』（Entstehung der Kathedrele. 1950）も
重要著作として知られる。








（204） 　コンラート・ローレンツ（Konrad Lorenz 1903‒1989）：ウィーン郊外アルテンブルクに生ま
れ，ウィーンに没した動物行動学者。ノーベル医学生理学賞（1973年）を，ニコ・ティンバー
ゲン，およびカール・フォン・フリッシュと共に受賞した。
（204） 　ヘルムート・シュヴァイツァー（Helmut Schweitzer 1946-L）：シュトゥットガルトに生まれ
たコンセプチュアル・アーティスト，アクション・アーティスト。ここで言及される作品展示
については次の著作にまとめられている。Helmut Schweizer, Die anderen Gesichter des Geldes, 
Rendez-vous chez Papin; dieses Projekt der Documenta IX. 1992. 
















of scientific revolutions. 1962）において，本来は科学史の理解に特化して提唱された概念。提唱
者の意図に反して，今日では社会科学や人文科学にまで拡大されて用いられている。
（206） 　『藝術物見櫓』（Der Kunstwart）：1887年に創刊され，1937年まで続いた藝術評論誌。舞台
藝術から美術諸分野まで幅広く扱っていた。初期には演劇・美術が圧倒的であるが，末期には
民藝の比重が高まった。創刊者は詩人でもあったアヴェナリウス（Ferdinand Avenarius 1856‒
1923）で，創刊から死の直前まで編集長で，その時期の同誌は質が高いとされる。
